
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 或問	 WAKUMON	 81 
No.30,（2016）pp.81-90 

 

摘要：

关键词：

1.研究背景 

2011 21

2007

2004 「敬

語がわかれば、日本語がわかる」

2.研究现状分析 

1

2002

2009

2013

2 2003
                                                             
1 1607424

 



	 82	  或問	 第 30号	 （2016） 
 

2006

3 2011
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    2002

2006） 『敬語表現教育の方法』 「だれが、だれに、だれの

ことを」、そして「どういう時に、どういう所で、どういう状況で」、敬語を使うのか 従来の

「尊敬・謙譲・丁寧」などの分析的な捉え方を抜け出して、コミュニケーションの中で敬語を

考え直す。」 2007）

2007

2008

2010）

2013

 

3.《综合日语》中敬语的特点 

2005
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1  

20 こちら、どなた

お電話、ご都

合、先生方

P114
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「お」 お忙しい、お元気、

お上手

P123
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3 5 12

20 20 30 29

4.

2001

2008）

5.《综合日语》中的敬语教学分析 

5.1

大阪市立大学インターネット講座 2004 「敬語とは言葉で表現する主体（書き手、

話し手など）とその相手（読み手、聞き手）やその話題中の人物との社会的関係（親疎、権力

の大小）と態度を表す言語表現である。」 2006 「「だれが、だれに、だれのことを」、

そして「どういう時に、どういう所で、どういう状況で」、敬語を使うのか 従来の「尊敬・謙

譲・丁寧」などの分析的な捉え方を抜け出して、コミュニケーションの中で敬語を考え直す。」

2008

2009

1998

                                                             
2  
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2006

2008

2009

5.2

（2006）

5.2.1  

（1）

王：遠藤先生！今、お帰りですか。

遠藤先生：あら、王さん。交換留学が決まったんですね。おめでとう。

王：あ、もうご存じでしたか。

遠藤：ええ、きのう、胡先生が来られて、教えてくださいました。

                          （第 30課	 旅立ち	 先生への挨拶	 345）

（2）

王：いえ、実はうっかり持っていくのを忘れてしまったんです。それで、遠藤先生が半分分け

てくださったんです。

趙：そののり巻き、わたしたちにもくださいましたが、本当においしかったです。作り方を教

えていただいたので、今度、パーティーをするときにも作ろうと思っています。

                                                             
3 

 
4 4 1

2 3
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王：遠藤先生に何かちょっとしたお礼をさしあげたいなあ…。将来についていろいろアドバイ

スもいただいたし。 

（第 課	 遠足のあと	 遠足の写真 136）

3  

王宇翔：そうですね。じゃあ、高橋さんたちも誘います。あのう、古屋先生は？

遠藤先生：きょうはいらっしゃいませんよ。

王：そうですか。あのう、古屋先生もお誘いしたいんですが…。

遠藤先生：いいですね。じゃあ、ご都合を伺いましょう。

王宇翔；はい、お願いいたします。

（第 20課	 遠足	 遠足の計画	 	 112）

    1

「タテ社会」 3

 

「いただく」「くださる」 「いたす」

「 ていただく」 「もらう	 	 	 いただく」

「Vてもらう	 	 	 Vていただく」 「 ていただく」

「V てくださる」「お…いたす」

 

2  

4

趙：もしもし。わたくし、京華大学の趙媛媛と申します。人事課の丸井さん、お願いします。

丸井：あ、わたしです。

趙：あ、丸井さんでいらっしゃいますか。わたくし、京華大学の山田香織さんのご紹介でお電

話しております。今、ちょっとよろしいでしょうか。

丸井：ああ、山田さんの後輩の方ですね。いいですよ。

くれる くださる Vてくれる Vてくださる 

します いたす お…する お…いたす 

もらう いただく Vてもらう Vていただく 
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趙：実は、山田さんからそちらの会社で翻訳ができる人を探していらっしゃるとお聞きしたん

ですが…。まだ探していらっしゃいますか。

丸井：ええ、まださがしてますよ。

                    （第 29課	 アルバイト	 会社への電話	 333）

3 「 ておる」「 ていらっしゃる・ でいらっしゃる」

4

先輩	 	 	 知り合い

後輩

3   

 

 

 

 

 

 

4  

「先輩」 「後輩」

2007 「先輩」 「後輩」

5.2.2

5

いらっしゃる 

おる 

Nでいる Vている 
 いる 

 

Vていらっしゃる Nでいらっしゃる 

Vておる 
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高橋美穂：すみません！

王宇翔：あ、日本の方ですか。こちらこそ、すみません。

高橋美穂：ああ、日本語学科の方ですか。

王宇翔：ええ、そうです。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第 5課	 新生活	 はじめまして	 37

「人」 「方」

「和を

以て貴しとなす」 2007

5.2.3

6

田島先生：王さんは、どうして交換留学をしたいと思ったんですか。

王：わたしは将来、中国と日本の文化交流に関係する仕事をしたいと思っています。えー、そ

のためにも、ぜひ、今、自分の目で日本を見てみたいと思って応募しました。あっ、応募いた

しました。

（第 24課	 留学試験の面接	 面接試験	 208）

「応募しました」 「応募いたしました」

	 	 	 	 	 	 	

（

5 

5.2.4

7

母：すみません、電子辞書はどこですか。

店員：はい、7階でございます。

弟：そこにいくつかあるよ。

します いたす         

応募いたしました        
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母：ああ、これね。

店員：いらっしゃいませ。電子辞書をお探しですか。

母：ええ、どれがいいですか。

店員：こちらはいかがですか。人気の商品です。      （第 12課	 買い物	 秋葉原で	 239）

8  

○貸し切りタクシーでご案内いたします。

○お部屋は一流ホテルのデラックスルームをご用意いたします。

○夕食は京料理をお楽しみください。

○中国語または英語、韓国語の通訳をご用意いたします。（オプション） 

（第 20課	 遠足	 旅行のパンフレット：東京のツーリストなら、お好きなプランをお選びにな

れます	 	 128）

7

8

1998

2009

「お・ご」和

 

6   

6.结语 

尊他尊他 ：「お・ご」～ になる         

       「お・ご」～くださる 

       「お・ご」～です 

自自 ：「お・ご」～する 

       「お・ご」～申し上げる 

店  

游 
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